
［成果情報名］スイカ「祭ばやし 777」のハウス抑制栽培における種なし化 

［要約］軟Ｘ線照射花粉を用いた種なしスイカの栽培では、山形県内の主要作型においてハウス

抑制栽培が最も適応性が高く、「祭ばやし 777」を用いた場合にも種子や、しいなが気にならな

い種なし果実を得ることができる。 

［キーワード］スイカ、種なし、しいな、軟Ｘ線照射花粉 

［担当］山形農総研セ・園試・野菜花き研究科、山形村山総支庁・北村山農業技術普及課 

［代表連絡先］電話 0237-84-4125 
［区分］東北農業・野菜花き（野菜） 

［分類］技術・参考 

-------------------------------------------------------------------------------- 
［背景・ねらい］ 

消費者の嗜好が多様化する中、スイカについても需要を喚起し続けるためにこれまでにない

形質が求められつつある。その中で種をしいな化した種なしスイカも新たなニーズになり得る

と考えられる。 

これまで、種なしスイカは 3 倍体品種が大半であり、果形や食味において問題がある場合も

あった。そこで、通常の品種を種なしにする軟Ｘ線照射花粉の受粉技術について、山形県の作

型や主力品種について検討し、良食味の種なしスイカ栽培を目指す。 
［成果の内容・特徴］ 

１．軟Ｘ線照射花粉を受粉して種なし果実を生産する場合、最も適応性が高い作型はハウス抑

制栽培である（表１）。 
２．得られる果実には胚が発達した種子が含まれず、全てがしいな化する（表１、図１）。 
３．得られる果実は、慣行よりもややうるみにくくなる傾向がある。また、やや果皮厚が厚く、

凹凸が大きくなる傾向があるが、その他の品質や収量はほぼ同等である（表２、図１）。 
４．軟Ｘ線照射花粉受粉では、慣行よりも着果率がやや低くなる。（表３） 
［成果の活用面・留意点］ 

１．訪花昆虫による受粉が想定される場合には、雌花の開花・受粉前後に袋がけを行い、通常

花粉が自然受粉しないようにする。 
２．一部の果実には、外観上は種子様の黒色または褐色しいなが形成される場合がある。猛暑

下ではその傾向が強くなる。 
３．軟Ｘ線照射花粉を用いた種なしスイカの作出については特許登録（第 3376553 号）がされ

ており、生産に当たっては特許権実施許諾が必要である（平成 15 年 11 月 「新技術による

種なしスイカの作出マニュアル」（独）農業・生物系特定産業技術研究機構 野菜茶業研究所 

参照）。なお、軟Ｘ線照射花粉は一部で市販されており、これを購入して利用する場合は改

めて許諾をとる必要はない。 



 
 慣行 軟Ｘ線 

図 1 果形及び内観 

(2010 年ハウス抑制場内) 

［具体的なデータ］ 

表1　種子、しいな形状と個数 (個/果)

年次 作型 試験場所 試験区 種子 黒色しいな 褐色しいな その他しいな 合計

軟Ｘ線 0 2 11 1497 1510

慣行 641 - - 527 1168

軟Ｘ線 0 11 111 922 1044

慣行 679 - - 253 931

場内 軟Ｘ線 0 1 7 1096 1104

現地 軟Ｘ線 0 1 39 1181 1221

ハウス早熟 場内 軟Ｘ線 0 6 125 985 1115

トンネル早熟 場内 軟Ｘ線 0 24 265 1478 1767

場内 軟Ｘ線 0 4 40 1013 1058

現地 軟Ｘ線 0 1 116 930 1047

2010年

ハウス抑制

1) 便宜上、慣行区の黒色および褐色の厚さ2mm以上、長径5mm以上のものは全て種子に分類した
2)黒色で厚さ2mm以上、長径5mm以上、胚の消失が確認できるもの　　　3)褐色で厚さ2mm以上、長径5mm以上、胚の消失が確認できるもの
4)5果調査　　　5) 6果調査　　　6)2果調査　　　7)3果調査平均
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表2　果実収量、品質(2010年　ハウス抑制栽培)

軟Ｘ線 8.1 28.1 23.6 1.19 0.2 1.8 14.3 0 0 0 10.8 11.1

慣行 7.6 26.4 23.7 1.12 0.3 0.3 13.1 0 0 0.2 10.6 10.8

軟Ｘ線 8.1 27.4 23.6 1.16 0.3 0.6 13.7 0.3 0 0.1 11.7 11.0

慣行 7.7 26.4 23.3 1.13 0 0 11.9 0.6 0 0.8 11.8 11.0

(10株(10果)調査、現地慣行のみ4株4果調査)

1)0：なし、1：若干、2：やや目立つ、3：著しい　　　2)0：なし、1：ごくわずか、2：5mm以下、　3：5mmより大きい
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表3　着果率、着果株率       (％)

区 着果率 着果株率

軟Ｘ線 78 100

慣行 100 100
1)2009年ハウス抑制現地　1区10株単区制
2)着果数／受粉花数　　　3)着果株／調査株

1)

3)2)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（山形県農業総合研究センター） 
［その他］ 

研究課題名：ニュータイプ「食べやすいスイカ」安定栽培技術の確立 
予算区分：実用技術  
研究期間：2009～2010 年度 
研究担当者：森和也、齋藤克哉（山形村山総支庁村山農技普産地研究室）、高橋玲子（山形村山

総支庁村山農技普産地研究室）、石山久悦（山形村山総支庁北村山農業技普） 

ハウス早熟栽培 トンネル早熟栽培

2009年(場内) 2009年(現地) 2010年(場内) 2010年(現地)

ア 穂木播種日 2月10日 3月27日 7月3日 6月20日 6月19日 6月25日

イ 定植日 3月31日 5月8日 7月22日 7月14日 7月13日 7月20日

ウ 受粉日 5月11日～15日 6月13日～17日 8月18日～22日 8月14日～17日 8月22日～25日 8月11日～14日

エ 収穫日 6月22日～26日 7月27日～8月3日 9月28日～30日 9月22日 9月28日～30日 9月17日

【耕種概要】

ハウス抑制栽培

※軟Ｘ線照射花粉は市販品を用い、1花当たり概ね1.2mgを筆を用いて受粉した。
　慣行は当日開花した雄花を用いて直接受粉した。


